
2006年 

No.135
利根川上流8ダムの貯水量 
（平成18年7月1日現在） 

7月号 

水道統計 
給水人口（平成18年6月1日現在）……………… 
給水世帯数（平成18年6月1日現在）…………… 
平成18年6月分1人1日平均配水量 …………… 

349,003人 
137,005世帯 
325

「水道だより」は、資源・環境保護のため再生紙を使用しています。 

■編集・発行／越谷・松伏水道企業団　〒343-8505　越谷市越ヶ谷三丁目5番22号　q048-966-3931　FAX048-963-0706　■発行日／平成18年7月18日 

90％ 

31,155万m３ 

　シンボルマーク…全体は「水」を表し、越谷のKと松伏のMを示し、赤は太陽を意味し、 
　人（地域住民）がすこやかに跳んでいる様子をイメージしています。 

http://www.koshi-matsu.
koshigaya.saitama.jp/

http://www.koshi-matsu.
koshigaya.saitama.jp/

越谷・松伏水道企業団の 
ホームページをご覧ください。 
越谷・松伏水道企業団の 
ホームページをご覧ください。 
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清
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、
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水
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一
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の
水
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け
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当
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業
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水
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戸
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備
蓄
飲
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し
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で
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す
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イ
ベ
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ト
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、
水
道
水
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Ｒ
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す
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越
谷
・
松
伏
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業
団
の
造
る
ボ

ト
ル
水
の
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前
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
２
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ボ
ト
ル
水
で
安
全
性
、お
い
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
 

水
道
水
の
良
さ
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
 

越谷・松伏水道企業団 

u048-966-3931 
U048-963-0706

▲
 

鬼怒川に注ぐ「虹見の滝」（栃木県藤原町）。この水は、利根川、野田導水路、江戸川と流れ 
わたしたちの利用する水道水となる。 

色とりどりに咲き誇るアジサイ（越谷市大成町） 



上・下水道料金のお支払いは、便利な【口座振替】を利用しましょう。 

2越谷・松伏水道企業団 水道だより 

水道メーターの 
交換を実施 
 しています 

お願
い 

　水道メーターは計量法により有効期間が定めら
れています。交換時期となった方には、検針の際
に「お知らせ票」で、交換が済んだ方には「メー
ター交換票」でお知らせします。 
○交換時期／7月から12月まで 
○交換費用／無料 
○交換業者／企業団の契約業者 

○問合せ／給水課給水第2係 
　内線241～244 

 
メーターボックスの周りには物を置かないで
ください。犬は離れたところにつないでいた
だき、交換作業、検針業務にご協力ください。 

 
 
　建設中の滝沢ダムの見学を通して、ダムの役
割や生活に欠かすことのできない水道水が送ら
れる過程を学んでいただくために開催します。
ふるって、ご参加ください。 
■期日／平成18年10月27日（金）午前7時、
越谷・松伏水道企業団駐車場集合（雨天決行） 

■見学地／滝沢ダム（秩父市大滝） 
■募集人数／80名（応募者多数の場合は抽せん） 
■参加費／無料（昼食は各自お持ちください） 
■締め切り／9月30日（土）当日までの消印
有効 

■応募方法／往復はがきに次の事項を記入して
申し込んでください。 

・参加者全員の郵便番号、住所、氏名、年齢、  
　電話番号 
　＊はがき1枚につき4人まで申込み可。　　
　　また、応募はひとり1枚に限ります。 
　＊2人以上のグループで申込みの場合は必ず
　　代表者を明記してください。 
■申込み　 
　〒343－8505 
　越谷市越ヶ谷三丁目5番22号 
　越谷・松伏水道企業団管理課 
　水道教室担当 
■問合せ／管理課庶務係　内線254・255

　水道企業団では、水源となるダムの重要性や水道水が家庭に届くまで
の過程を知ることで、水や河川環境をきれいに保つ意識をもってもらう
ことを目的として、毎年水道教室を開催しています。 
　6月2日、今年度最初の水
道教室を開き、荒川支流の浦
山川にある浦山ダム（秩父市）
を訪問しました。当日は、ダ
ムの役割などについて説明を
受け、38名の参加者にとっ
ては、改めて水の大切さを学
ぶ一日となりました。 

　秩父観音霊場めぐりの折に、黒々と

どっしりとそそり立つ浦山ダムの雄姿

を下流から眺めて、いつの日にかあの

堰堤の上に立ってダムの全体を見たい、

その思いがかなっての、今回の水道教

室の参加でした。 

　事務所でスライドを使って、浦山ダ

ムはどのような目的で建設されたのか、

その過程や形式、規模などを分かりや

すく説明いただき、早速見学に。見学

中もいろいろ質問し、説明を受けまし

たが、日常の管理のご苦労はもとより、

桜の植樹、広場の整

備、地元行事に対す

る協力、施設の提供それに見学者の誘

致など、地元との共生のためにダムの

観光地化に努めておられたことが印象

に残りました。また、地元の先生に指

導を受けたそばの手打ち体験で、自分

で打ったそばは、地産の野菜天ぷらに

も助けられとてもおいしく感じました。 

　「秩父さくら湖」と命名のこのダムを、

次回は春の盛りに見に来ようと決めて、

バスに乗りダムを離れました。 

水道教室参加体験記 
越谷市袋山在住　鈴木　隆さん 

10月の参加者を募集します●●●●●●●●● 

建設中の滝沢ダムを見学 
 

ダムの役割などについて説明を受ける参加者の皆さん 

越谷・松伏水道企業団のボトル水 
 

名前をつけてください！ 
 
 
越谷・松伏水道企業団のボトル水 
 

 
 
 
 
　水道水の安全性とおいしさをＰＲするとともに、災害備蓄用
に役立てるため、管内の井戸水からボトル水を造ります。 
　このボトル水の名前を募集します。親しみやすい名前をつけ
てください。 
【ボトル水の特徴】 
・100年以上かけて育まれた深井戸水 
・人間の体内成分と同じ弱アルカリ性 
■募集内容 
・越谷・松伏水道企業団で造るボトル水の名前 
・文字数制限なし（ただし、500mlペットボ
トルのラベルに印刷できるもの） 

■募集期間 
　8月9日（水）まで（当日までの消印有効） 
■応募規定 
・どなたでもご応募いただけます 
・名前は本人オリジナルで未発表のものに限ります 

・ひとり何点でも可（ただし、1通につき1作品とします） 
・採用作品の著作権、版権などは越谷・松伏水道企業団に帰
属します 

■応募方法 
　ボトル水の名前、住所、氏名、電話番号を記入のうえ、件名
「ボトル水応募」としてメール、はがき、ＦＡＸのいずれかで
ご応募ください。 
・メール／kmkanri@maple.ocn.ne.jp　 
・はがき／〒343-8505　越谷市越ヶ谷三丁目5番22号 
　　　　　越谷・松伏水道企業団管理課　ボトル水担当 
・ＦＡＸ／048－963－0706 

■選考方法 
　厳正な審査により名前を決定します。 
■結果発表 
　採用者（当選者）には通知のうえ、粗品と製造したボトル水
1年分を贈ります。 
＊採用された名前と同じ作品が複数の方から応募されていた場
合は、抽せんのうえ1名を当選者とさせていただきます。 

■問合せ 
　管理課経営計画係　ボトル水担当　内線256～258



上・下水道料金は、【納入期限内】に納めましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次号は10月16日（月）発行予定です。 

3 越谷・松伏水道企業団 水道だより 

　今年は、水道週間ポスター応募作
品の展示や庁用車を使ったPRなど
を行いました。 
　また、6月4日には越谷・松伏水
道企業団駐車場で「水道フェア」を

実施しました。当日はフワフワトラ
ンポリンやおいしい水の飲み方コー
ナーなどを設置し、訪れたたくさん
の人たちに水道事業のＰＲをしまし
た。 

第48回水道週間（6月1日～7日）が実施されました 

　平成18年度水事業功労者等表彰
式を6月4日に開催しました。これ
は、水道週間の取り組みの一環で、
水をテーマにした展示作品に応募い
ただいたポスター186点の中から
最優秀賞3点、優秀賞4点、入選
10点を表彰しました。また水道事
業に貢献された1社と2人の方に表
彰状や感謝状を贈りました。受賞者
の皆さんは次のとおりです。（敬称略） 

6月議会のお知らせ 

議長　永井龍男氏 副議長　山崎正義氏 

受賞者の皆さん ▲
 

■展示作品応募者表彰　＜最優秀賞＞ 
小学生低学年の部　　冨田　莉奈　南越谷小学校2年 
小学生高学年の部　　大島　　彩　越ヶ谷小学校6年 
中学生の部　　　　　大野菜美子　松伏第二中学校2年 

水道事業功労者等表彰式を開催しました 

 
 
　6月定例議会が6月22日（木）に開かれ、
議長に永井龍男氏、副議長に山崎正義氏が選
ばれました。 
　また、企業長から、越谷・松伏水道企業団
監査委員・齊藤淳道氏の選任につき同意を求
めることについてほか3議案が提出され、す
べて原案のとおり可決されました。 

　越谷市議会および松伏町議会選出議員の辞
職に伴い新たに当企業団の議員が選出されま
したので、改めて全議員を紹介します。（議
席順、敬称略） 

永井　龍男　　伊藤　　治　　佐藤　繁近 
山崎　正義　　白川　秀嗣　　原田　秀一 
今村　久美子　藤森　正信　　金子　正江 
荘子　敏一　　小林　　仰　　藤林　富美雄 
佐々木　浩　　野口　佳司　　島田　勝三　 

　下水道使用料は当企業団が市からの委託を受けて、
水道料金と併せてお預かりしていますが、9月の検針
分から表のとおり使用料が変わります。詳しくはお問
い合わせください。      
■問合せ　越谷市建設部下水道課　q963－9206  

基 本 料 金  
（2ヵ月あたり） 

超 過 料 金  

20m
3
まで 
 

１m
3
につき 

1,680円 
 

84円 

1,470円 

 
73.5円 

使用料比較表（税込） 新 旧 

■水道事業功労者等表彰 
功労者感謝状授与　　吉川　勝己（前越谷松伏管工事業協同組合理事長） 
優良水道事業者　　　株式会社桶新設備 
優良工事現場代理人　会田　裕之（有限会社会田設備） 

おいしいみずをごっくりと！　大島　彩 

水をたいせつに　冨田　莉奈 水を大切に　大野菜美子　 

越谷市 
下水道料金改定の 

お知らせ 
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リバーシブル浴衣染め 
唯一の技術者 
 

ご家庭での漏水は水道メータ内の（パイロット）で確認をしましょう。 

越谷市・松伏町にまつわる文化や施設などをご紹介します。 

4越谷・松伏水道企業団 水道だより 

 

古紙配合率70％再生紙を使用しています 

越谷の 
中野さん 

こう  や 

き   ぐ 

ちくせん 

　越谷・松伏地区には、文化、産業、スポーツなどの各

分野で活躍された先人、あるいは現役の方、企業、団体

がたくさんあります。今回は、夏を飾る浴衣の染め方に

独特の技術を誇る、越谷市大間野の有限会社中野形染工

場を営む埼玉県伝統工芸士・中野留男社長らの奮闘ぶり

を紹介します。 

　浴衣とは、鎌倉、室町時代

に風呂に入る際に着た薄い着

物が原点で、江戸時代になっ

て庶民の夏着として愛用され

発達した、と本に書いてあり

ます。数百年を経て、その発

達の一つの頂点にあるのが中

野さん方の染め方の技術なの

です。 

　籠付浸染（かごつけしんせ

ん）といわれる染色の手法です。まず白い木綿地に、染

める模様に従って
のり

糊を付けます（糊の部分が染まらずに

柄となって出てくる仕組みで

す）。直径 15 ㎝、長さ約 45

㎝の 2本の回る
しんちゅう

真鍮の筒（通

称・籠）の間を、生地を通し

ながら糊付けをします。筒に

はそれぞれ異なる模様が仕込

まれています。これが型（籠）付けといわれるものです。

この後、乾燥、藍染め、糊落とし洗い、天日干しなどの

工程を経て、表と裏に異なる柄模様が浮かび上がって、

13ｍのリバーシブル染め

浴衣地の完成です。これ

が日本で唯一の型染め技

術で、実に見事な藍の柄

模様です。 

　筒は籠に似ていること

から「籠染め」ともいわ

れるのです。昭和の中ご

ろ、静岡県の浜松で似たような手法を使う工場があった

が、すでに廃業したそうです。 

　中野家の記録によると、明治41年に紺屋といわれる

藍染を開業。昭和 10 年ごろには「籠付け」を始めて、

特許もとったらしいが正確な記録はないそうです。戦争

で休業を余儀なく

され、戦後 28 年

に再開。31 年に

現在の会社組織に。

忙しい時代が続き

ました。手ぬぐい

などを染める紺屋もたくさんありました。近くの清流新

川や各河川で糊落としに反物を洗う姿が見られました。 

 生活様式の変化と環境規制の強化、プリント柄の登場

は打撃でした。次々に廃業です。越谷では中野形染だけ

になりました。最近は染料、糊に続き乾燥機に使う重油

の値上がりが重圧です。 

 「籠染めは絶滅危惧職だ、と笑っているんですよ。2

年前に主人が体調を崩したとき、もうやめようか、と話

し合ったんです。でも、長男裕章の相談を受けた問屋さ

んが背中を押してくれたんですよ」と

奥さんの康子さん。 

　製品の8割を扱う東京・日本橋の老

舗問屋「竺仙」では「このところ、リ

バーシブル浴衣のほんとうの良さが若

い人にも分かり、特に大柄の模様が求

められています。若い人（裕章さん）

のアイデアがヒットしています。3代にわたる付き合い

です。新たな意欲でがんばってほしいですね」とエール

を送ります。デパートなどでは1反 3万円ほど。ちょっ

と風に吹かれれば、違った柄模様の裏地がさりげなく見

える――粋でおしゃれな浴衣姿が人気なのですね。 

　籠染めは7月半ばには終了。休む間もなく籠型の制作

に入ります。翌年の新しい柄を考え、こまかい模様がぎ

っしり並ぶ型紙から真鍮版に写し、腐食させて型抜きし

て丸い籠の形にします。一度使った籠は丹念に補修。い

つかの出番を待つ古い籠は工場の2階に数千個、積んで

ありました。歴史を物語る証拠品ですね。 

　「つい、愚痴を申しましたが、先祖から受け継いでき

た特別な技術と思い、家族でがんばっていきます」と口

をそろえる中野夫妻でした。 

　機械も大事な働きをしますが、小さなミスも見逃さな

い職人芸の手作業の連続。時には夜遅くまで仕事をして、

懸命に伝統を守る小企業に、何とか支援の手はないもの

かと、少し胸の痛くなる思いをさせられました。 

染め上がった浴衣地の天日干し 
 

中野留男さん 

 2種類の模様をつける籠付け作業 

さまざまな柄模様の籠型 

表裏異なる模様のリバーシブル染め浴衣地 
 


